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3.開発技術の特長と効果1.開発の背景

鉄鋼業で製造される厚鋼板は、船舶、高層ビル、

橋梁、海洋構造物、パイプラインなどの大型溶接構

造物に使用される重要な素材である。近年、溶接構

造物に文ヽすして信索チi性 向上、大型化、軽量化、溶接能

率向上などの社会的ニーズが高まってお り、高能率

な溶接を施しても溶接部が壊れにくい高張力厚鋼板

の開発が強 く望まれていた。厚鋼板の溶接熱影響部

(HAZ Heat Arected zone)において、破壊に対する

抵抗力 (靭性)を高めることが技術的な課題であった。

2.開発技術の概要

新 日本製鐵 (株)は厚鋼板のHAZ靭性を格段に高め

ることを目的に、従来の限界を超える新 しいHAZ細
粒高革)J化技術「HTUFFO(エ イチタフ)i Super Шgh

HAZ TOtthness Technolog wtth Fhe Microstruc―

ture lmparted by」 ne ParticlesJを 開発 した。本技

術 は、酸化物や硫化物 をナノ粒子 として活用 し、

HAZの金属組織を画期的に微剤化する技術である。

ナノ粒子酸化物 (20ナノメートル)

本技術は、1400℃ 以上の高温に加熱されるHAZの

結品粒成長を強力に抑制することを狙って、高温で

の熱的安定性に優れる酸化物や硫化物を微細かつ高

密度に分散させる技術である。これを実現するため

に、酸素や硫黄と化学的親不H力 の強いマグネシウム

やカルシウムなどに着限し、これらの特殊元素を鋼

中に適正に含有させることで酸化物や硫化物の大き

さを従来の1/100～ 1/10ま で微細化 し、ナノ粒子とし

て高密度に分散させる技術を工業的に確立 した。本

技術を適用 した開発鋼は、高能率な大入熱溶接を施

してもHAZの結品粒が従来鋼の1/5程 度まで微刑化す

るため、溶接部が壊れにくく、例えばHAZ靭性 (衝

撃破壊の吸収エネルギー)が 2倍以上に向上する。開

発鋼は国内外における各種の大型溶接構造物として

既に28万 トン以上の使用実績があ り、構造物の安全

性向上、建造コス ト低減、輸送効率向上などに貢献

している。
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